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粉体塗料をもっと手軽に
セミカスタム粉体塗料『レヴォックス』

平井　智之＊、志場　友哉＊

トピックス

�　日本ペイント・インダストリアルコーティングスࣜגձࣾ

　࿑ಇਓޱෆख़࿅ෆͱ͍ͬͨࣾձ՝Λղܾ
͢ΔͨΊʹ、คମృྉΛͬͱ͍͘͢͢Δ͜ͱͰ
ͰʰϨϰΥックスʱはੜ͍͠ࢥΜͳͦ、͍ͨ͠ݙߩ
·ͨ͠ɻ

１．粉体市場の「今」
　คମృྉはڥରԠ（༗ࡎ༹ػΛ༻͍ͯ͠ͳ͍）
ͱճऩͯ͠ར༻Ͱ͖Δͱ͍͏ੑࡁܦ、ృఔ͕γン
ϓルͰࣗಈԽ͍͢͠ͳͲͷメリット͔Βࠃ内ͷΈͳ
Βͣ、グϩーόルͰ͕ΓΛ͍ͯͤݟ·͢ɻࠃ内ͷ
คମృྉࢢ場نは、 ࢈ੜ	লۀ࢈ࡁܦ）ˋ����0
ಈଶ౷ܭ �0��ʙ �0��ΑΓ、図１）Ͱ長Λଓ͚ͯ
͍·͢ɻ
　�000 ͝ΖͷคମԽͷ৳ͼはࣗࣾͰ内ラインΛ
場ࢢΔ大खϢーβーΛத৺ͱͨ͠ϋイΤンυ͍ͯͬ࣋
ۀۀҾͰ͋Γ·ͨ͠ɻ͜͜ͷ৳ͼはృઐݗ͕
ऀͳͲͰคମృྉͷ࠾༻͕૿͑、野͕͖͕ͯͬ
͓ͯΓ、͜ ͜Λϛυルκーンࢢ場ͱͯ͠ଊ͍͑ͯ·͢ɻ

２．新商品『レヴォックス』
　ʮͬͱखܰʹคମృྉΛ͑ͳ͍ͩΖ͏͔ʯɻ
　ͦΜͳχーζΛͨͬ࣋ϛυルκーンࢢ場ʹϑΥーカ
スͨ͠৽ʰϨϰΥックスʱはʠηϛカスλϜʡΛ
コンηϓトʹ։ൃ͠·ͨ͠ɻ

　͕ࣾ͜Ε·Ͱओʹల։͖ͯͨ͠ϋイΤンυࢢ場
は、͓٬༷ͷライン͕ٻΊΔ要݅（ృບੑ、ృ作
શカスλϚイζΛ৭、ޫ）ʹ合கͤͨ͞、ੑۀ
ਪ͍ͯ͠ΔͨΊ、ͦͷラインͰは͔֬ͳੑΛൃش
͠·͢ɻ͔͠͠ͳ͕Β、Ҿ͖合͍Λड͚͔ͯΒ、ઃܭ、
ධՁ、ௐ৭、ࢼ作、ライントライͳͲͷϓϩηスΛܦ
ͯೲೖ·Ͱʹ̍ʙ̎ϲ݄Λ要͍ͯ͠·ͨ͠ɻ
　͜ͷͨͼൃചͨ͠ʰϨϰΥックスʱは、͜Ε·Ͱϋ
イΤンυࢢ場ݚʹ͚ᮎ͖ͯͨ͠ઃܭ・ੜٕ࢈ज़Λ݁
集͠、൚༻తʹ͚͍ͩͨͯͬΔคମృྉΛ͝ఏ͢ڙ
Δڅڙମ制Λཱ֬͠·ͨ͠ɻϛυルκーンࢢ場͕ٻΊ
Δ̏大χーζʮೲ͍ૣ͕ظʯʮృΓ͍͢ʯʮリーζナ
ϒルʯʹ͓Ԡ͑Ͱ͖ΔͰ͢（表１）ɻ
　本ߘͰは、ಛʹʮೲ͍ૣ͕ظʯΛՄʹͨ͠എܠͱ、
ʮృΓ͍͢ʯΛ࣮ͨ͠ݱコアٕज़ʹ͍ͭͯ、ৄ͘͠
͝հ͠·͢ɻ

３．納期が早くなった理由
　௨ৗ、คମృྉはॳճͷҾ͖合͍͔Βೲ·Ͱʹ̏
ͭͷステージʮృྉઃܭʯʮௐ৭ʯʮʯ͕ඞ要Ͱ͢ɻ
　ϋイΤンυࢢ場͚ͷ（ʹϑルカスλϜ）
Ͱは、͓٬༷ͷ͝要ʹԠ͡ΔͨΊͷృྉઃܭ、ੑ
Λຬͤ͞ΔͨΊʹඞ要ͳࡐݪྉͷબఆ、ੑൃشʹ
ෆՄܽͳ݅ͷۃݟΊ͕ඞ要ͱ͞Ε͓ͯΓ、ೲೖ
·Ͱʹ̍ʙ̎ϲ݄Λ要͍ͯ͠·ͨ͠ɻ
　ҰํͰ、ϛυルκーンࢢ場Ͱ࠷ॏ͞ࢹΕΔͷはʮೲ
ʯͰ͢ɻͦ͜Ͱࣾは、ઌʹड़ͨ̏ステージ͝ͱظ
̎िؒʯͱ͍͏ैདྷ࠷ఔΛॖԽ͢Δ͜ͱͰʮʹ
ͷ以下ͷೲظͰͷ͝ఏڙΛՄʹ͠·ͨ͠ɻ
　·ͣ、൚༻తͳృྉ・ృບੑΛ༗͢Δ合Λϓラッ
トϑΥーϜԽ͠、ృྉઃܭʹ͔͔ΔΛ大෯ʹカッ

図１　粉体塗料／溶剤塗料販売数量推移（トン）

表１　『レヴォックス』の特長

ೲظ
・͝จޙ、ௐ৭ؚΊͯ࠷̎िؒͰͷ͓
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LH͔Βɻ	খडྔは�00࠷・


࣭
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ト͠·ͨ͠ɻ࣍ʹௐ৭ఔΛݟ͠、ઃඋͷ࠷దԽͱ
ϓラットϑΥーϜԽ͞Εͨ合ʹΑͬͯޮߴͳௐ৭
ٕज़Λཱ֬͠、ௐ৭ఔ以下ʹ͠ݮ·ͨ͠ɻ
ͦͯ͠ʹ͓͍ͯは、৽場ͷՔಇʹΑΓ、ػߴಈ
ੜ࢈ϓϩηスΛಋೖ͠、以下ʹॖ͠
·ͨ͠ɻคମృྉಛ༗ͷࢄఔʹ͍ߴྗΛ༗͢Δ
ઃඋΛಋೖ͠ʮͲͷࡐྉΛΈ合ΘͤΔͱ、ؒ࣌Ͱ
͔ͬ͠ΓࢄͰ͖Δ͔ʯͱ͍ͬͨੜٕ࢈ज़ͷ׆༻、
IP5Λ׆༻ͨ͠ੜ࢈デーλΛリアルλイϜʹཧ͢Δ

図２　セミカスタム「レヴォックス」とフルカスタム製品の製造期間の違い

ϑϨΩγϒルͳੜ࢈ମ制Ͱ͢ɻ
　以্ͷΑ͏ʹ、֤ ステージͰͷ大෯ͳݮΑΓ、
Λ͛͠·ͨ͠ɻݱिؒͷ࣮̎ظೲ࠷

４．塗りやすくなった理由
　คମృྉͷృϓϩηスͷ͏ͪ、࣍ͷᶃʙᶅʹண
͠·ͨ͠ɻ
ᶃృྉཻࢠͷද໘ʹʮిՙʯΛଳͼͤ͞Δɻ
ᶄృΨン͔Βࣹ͢ΔΤアーʹཻࢠΛͤͯൖૹ͢

図３　塗装プロセスと「制御技術による効果」
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表２　「制御技術」をさらに詳しく！

ଳి制ٕޚज़（図４ࢀর）
คମృͷݪཧは、ཻࢠද໘ʹిՙΛ༩͑ͯ੩ిྗؾͰண͢Δ͜ͱͰ͕͢、҆ఆͨ͠ిՙΛଳͼͤ͞Δ͜ͱ͕͘͠、ඃృʹ
ண͢ΔͱްບԽͯ͠、ഽΛߥΒ͢ʮ੩ిൃʯ͕ൃੜ͠·͢ɻ௨ৗ、คମృྉͷ࣌ʹは、ྲྀಈੑఴՃࡎΛ༩͠·͕͢、͜ͷఴ
ՃࡎはృணੑʹӨ͠ڹ·͢ɻͦ͜Ͱ、थࢷʗإྉൺͷ࠶ઃٴܭͼଳిྔΛ制ޚͰ͖Δ৽ఴՃࡎͷ࠾༻ʹΑΓ、͞Βʹ҆ఆͨ͠ଳ
ిੑΛ࣮͍ͯ͠ݱ·͢ɻ
（রࢀ図５、図６）ज़ٕޚҠಈ制ࢠཻ
คମృʹ͓͍ͯʰண͖͢͞（ృணੑ）ɦ ʯͰ͢ɻܘࢠʯͱʮཻڑΔͷはʮΨン͔Βඃృ·Ͱͷ͢ڹӨ࠷ʹ
Ψン͔Βͷڑ͕͚ۙΕ、ண͖͘͢、ృணྔଟ͘ͳΓ、ڑ͕ԕ͚Ε、ண͖ʹ͘͘、ృணྔগͳ͘ͳΓ·͢ɻখཻܘͷ場合、
進ੑ͕͍ͨΊʹඃృʹృணͤͣ、Τアーʹͬͯඈ͠ࢄ·͢ɻ大ཻܘͷ場合は、ࣗॏʹΑΔམ下ਧ͖ඈ͠ʹΑͬͯམ͠
ͯ͠·͍ృண͠·ͤΜɻͦ͜Ͱ、ཻࢠ制ٕޚज़ʹΑΓృʹ࠷దͳཻࢠઃܭΛ行͍、Ψン͔Βͷڑిѹʹ͔͔ΘΒͣ、҆ఆͨ͠
ບްͰృ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ
ϨΦϩジー制ٕޚज़
คମృບͷ平ੑΛ্͛ΔͨΊʹは、ృྉ༹͕༥͍͢͜͠ͱ͕ٻΊΒΕ·͕͢、ͦͷͨΊʹはম͚࣌ͷʮ༹༥։࢝ԹʯΛ下͛
Δඞ要͕͋Γ·͢ɻͨͩ、͜ Εはృྉͷஷଂ҆ఆੑΛ下͛Δ要ҼͱͳΓಘ·͢ɻͦ͜Ͱ、͜ ΕΛղܾ͢ΔͨΊ、ཻ 、ද໘ಛੑͱͯ͠ࢠ
ృྉ合தͷथࢷͷಛੑͱߗԽੑΛコントϩール͠、ϕストͳ༹༥։࢝ԹΛۃݟΊΔ͜ͱʹޭ͠·ͨ͠ɻ͞Βʹ、ృྉͷߗԽ
コントϩール行͍、༹༥ؒ࣌ΛԆ͢͜ͱͰ、平ͳృບ͕ܗ͞ΕΔؒ࣌Λ֬อ͢Δ͜ͱͰ、ΑΓʮృΓ͘͢ʯͳΓ、平
ੑͷ͋Δృບ্͕͛ՄʹͳΓ·ͨ͠ɻ

図４　膜厚別の静電反発性

図５　電圧／ガン距離を変えて、膜厚比率を確認　〈入り込み性〉
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図６　粒子径による膜厚比率

Δɻ
ᶅ੩ిྗؾͰඃృʹృண͠、ృບʹͳΔɻ
͜ͷᶃʙᶅͦΕͧΕͷϓϩηスʹޮ͔ͤΔʮ制ٕޚज़ʯ
͕、ృΓ͘͢ͳͬͨཧ༝Ͱ͢（図３、表２）ɻ

５．終わりに
　以্、͝հͨ͠Α͏ʹʰϨϰΥックスʱは、ʮೲ
ʯʮృΓ͍͢ʯʮリーζナϒルʯΛトーλル͍ૣ͕ظ
Ͱຬ͍ͯͨͩ͘͜͠ͱ͕Ͱ͖Δϛυルκーンࢢ場ʹ

合கͨ͠คମృྉͰ͢ɻࡏݱは、ൢച৭ҬΛ୶࠼
৭・Ԓ以্ͱ͍ͯ͠·͕͢、ޙࠓは、৭Ҭͷ֦大ʹ
ରԠ͍ͯ͘͠༧ఆͰ͢ɻ
　ϋイΤンυࢢ場͚ͷϑルカスλϜʰパウダッ
クスʱh Ϗリϡーγア 、ɦϛυルκーンࢢ場͚ͷηϛ
カスλϜʰϨϰΥックス 、ɦখޱೲظʰϏ
リϡーγアアルティーカラーʱΛଗ͍͑ͯ·͢ɻคମ
ృྉͷリーディングカンパχーͱͯ͠、͓٬༷ͷ෯
͍͝要ʹԠ͍͖͑ͯ·͢ɻ
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東京営業一課：03-3278-4800 北関東営業所：028-662-7641 大阪営業所：06-6386-6132 九州営業所：093-631-7464
東京営業二課：03-3278-4562 名古屋営業所：052-823-1751 北陸出張所：0766-26-5131
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〔日本パウダーコーティング協同組合より新年のご挨拶〕 

今年も若干遅いですけどあらためまして新年明けましておめでとうございます。 

皆様方におかれましてはコロナ禍ではありますが、お健やかに２０２１年の新春をお迎えに

なられた事と、心よりお慶び申し上げます。 

 ２０２０年はコロナに始まり、コロナに終わった年でした。更に、２０２１年を迎えてもコロナは

益々勢いを増した感が有り、果たして２０２１年はどのような年になるのでしょうか！ 

日本の景気は横ばい傾向にあったものが、２０１６年後半より２０１７年にかけて内需外需の

増加によりゆるやかな回復基調が続きました。２０１８年は災害の影響により、輸出・生産活動は

弱含みで景気一服といった状態でした。その様な中でも、設備投資や個人消費等の内需は緩

やかに回復をし、２０１９年も１０月の消費税引き上げまでは引き続き同様の状況が続きました

が、１０月の８％⇒１０％への消費税アップでは個人消費等が今一つ低調になり、２０２０年も同

様の傾向が続くのではないかと思われました。 

そこに、２０２０年に入ると新型コロナ感染症（COVIT-19）がもたらされ、一部コロナ禍で恩恵を

受ける業界も有りますが、ほとんどの業界、特に観光・飲食業界は打撃を受けた年となりました。

２０２１年も引き続きコロナ禍の影響は大きいと考えられます。新型コロナ用ワクチンやコロナに

効果のある薬等により早く終息に向かって欲しいものです。 

更に、米国におけるバイデン新大統領への交代後の同国の動き（対中国、対北朝鮮、対イラン 

等）、英国ブレグジット後の動き、日韓関係等不安要素が多々有り予断を許さない状況と言え

ます。 

この様な中我々を取り巻く業界は２０１９年までは若干景況感がアップの方向性でしたが、２

０２０年のコロナ禍により関係業界同様にかなりの落ち込みとなりました。４-７月頃が各関係業

界ともに最低の時期でその後持ち返してきている感があります。しかし、コロナ禍が長期化する

につれ心配感はぬぐえません。 

ちなみに、２０２０年１-１１月の全塗料及び粉体塗料の生産量・販売量の対前年比は全塗料  

９０－９１％、粉体塗料９５－９６％である。（最低月は全塗料は５月で７５％、粉体塗料は７月で 

８１％） 〔主な業界の１１月までの対前年比及び塗料の対前年比については別表を参照下さ

い。〕 

我々が取り扱う塗料はこと環境に対しては決して優しいというものではありません。欧州や中

国では環境規制が厳しく、環境に優しい塗料である水性樹脂系塗料や粉体塗料に溶剤系塗

料がＶＯＣ削減の為に大きく切り替わって来ています。日本はまだまだ環境規制が比較的緩く、

欧州や中国に今後色々な面でおくれを取る可能性があるかもしれません。 

日本パウダーコーティング協同組合では昨年に引き続き環境に優しい粉体塗装の発展を目

指し今後も諸活動を展開して参ります。言うまでもありませんが、これらの活動を通じ私ども日

本パウダーコーティング協同組合が発展するためには経済産業省や全国中小企業団体中央

会及び関係団体のご指導が欠かせません。 

これからも組合としてなすべき事は沢山あります。今年も組合員・賛助会員各位のご期待に沿

うべく気持ちを新たに頑張っていく覚悟でございます。 

最後になりましたが皆様のご健康、ご発展とご多幸を心より祈念申し上げ新年のご挨拶とさせ

て頂きます。 
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≪参考１ ： ２０２０年（暦年）１－１１月の全塗料及び粉体塗料の生産量・販売量≫ 

 

月 

全 塗 料 粉 体 塗 料 

生産量 販売量 生産量 販売量 

ﾄﾝ 対前年比 ﾄﾝ 対前年比 ﾄﾝ 対前年比 ﾄﾝ 対前年比 

１ 124293 98% 127357 95% 3409 110% 3983  101% 

２ 125406 92% 131641   93% 3385   96% 3944   94% 

３ 135529   95% 144147   95% 3756 106% 4481  108% 

４ 124990   89% 132362   86% 3412  107% 3915  103% 

５ 99250   75% 105238   75% 2854   84% 3257   82% 

６ 116459   85% 122367   87% 3061   96% 3516   93% 

７ 122265   83% 125920   83% 2909   81% 3452   81% 

８ 106988   88% 115862   89% 2328   83% 3050   89% 

９ 129997   92% 137553   91% 3099  101%  3992  101% 

１０ 141631   96% 149007   99% 3403   94% 4185   98% 

１１ 132945 95% 140714 97%    3249 89% 4107 101% 

合計 1359753 90% 1432168 91% 34865 95% 41882 96% 

                                                  赤字 ： 対前年比マイナス、黄色の塗りつぶし：対前年比最低％ 
 

≪参考２ ： ２０２０年（暦年）１－１１月の工業用熱硬化型溶剤系塗料（及び水性樹脂系塗料の  

                                                            生産量・販売量≫ 
 

月 

工業用溶剤系熱硬化型塗料 水性樹脂系塗料 

生産量 販売量 生産量 販売量 

ﾄﾝ 対前年比 ﾄﾝ 対前年比 ﾄﾝ 対前年比 ﾄﾝ 対前年比 

１ 7345 92% 6868 94% 12954 96% 12313   89% 

２ 7467 86% 6928   90% 13418   92% 12574   86% 

３ 7783 87% 7324   94% 13871  92% 13193   88% 

４ 6471 77% 6199   79% 10219   70% 9904   67% 

５ 4642   59% 4720   66% 7424   55% 7205   53% 

６ 6222   74% 5836   77% 10020   71% 9854   75% 

７ 7026   80% 6623   81% 12336   80% 11950   84% 

８ 6074   85% 5913   85% 10321   87% 10241   91% 

９ 7823   92% 7247   94% 14246   99% 13731  102% 

１０ 8217   93% 7589   97% 14957  103% 14699  111% 

１１ 7686 94% 6972 95% 14071 101% 13883 102% 

合計 76756 84% 72219 87% 133837 86% 129547 86% 

                ☆工業用溶剤系熱硬化型塗料（アミノアルキド樹脂系＋アクリル樹脂系焼付乾燥型） 
                                 赤字 ： 対前年比マイナス、黄色の塗りつぶし：対前年比最低％ 
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≪参考２ ： 主な他の業界の対前年比 ２０２０年１-１１月≫ 経産統計生産動態統計調査 

 

分 類 製品分類 対前年比 
1-11 月 

最低月 

最低月における

対前年比 

金属製品 

(2270) 

ガス機器、 

   石油機器 

ガス機器 ９８．０％ ５月 ８６．０％ 

（ガス湯沸かし器） ９９．５％ ２月 ８７．９％ 

（ガス風呂釜） ９７．９％ ５月 ８８．０％ 

石油機器 ８０．８％ ５月 ６８．５％ 

（石油ストーブ） ７８．９％ ５月 ６５．３％ 

（石油温風暖房機）  ８９．５％ ７月 ７６．９％ 

（石油温水給湯暖房機） ９２．２％ ５月 ８３．０％ 

汎用・生産用・

業務用機械１ 

（2020） 

土木建設機械 

土木建設機械 ９１．５％ ５月 ６７．５％ 

（油圧式ショベル） ９０．８％ ５月 ５６．５％ 

（整地機械） ９０．０％ ４月 ７３．３％ 

（コンクリート機械） ９７．８％ ８月 ６９．０％ 

汎用・生産用・

業務用機械１ 

（2100） 

農業用機械器具 

 

装輪式トラクタ― ８３．３％ ５月 ４６．０％ 

動力耕運機 ８５．７％ ６月 ７０．９％ 

栽培用機器（田植え機） ８９．９％ ５月 ５９．３％ 

管理用機器 

（動力噴霧器、散粉機） 
１５９．０％ ７月 ７７．０％ 

刈り払い機 ９８．８％ ３月 ８４．３％ 

コンバイン ８２．６％ ９月 ７４．９％ 

籾摺り機 ８５．２％ １０月 ３６．２％ 

農業用乾燥機 ８４．５％ ４月 ６６．３％ 

汎用・生産用・

業務用機械１ 

（2110、2030） 

金属工作機械 

化学機械 

金属工作機械 ７０．７％ ５月 ５８．６％ 

施盤 ５３．４％ １０月 ４４．９％ 

研削盤 ６５．３％ ５月 ５０．１％ 

マシニングセンター ８６．０％ ４月 ５０．８％ 

その他金属工作機械 ７２．２％ ３月 ５９．７％ 

化学機械*1 ９５．４％ ２月 ７５．８％ 

熱交換機 ２４７％ ８月 １８６％ 

集塵機器 ９２．４％ ３月 ７６．４％ 

汎用・生産用・業務

用機械１（2060） 

ポンプ、圧縮機他*2 

ポンプ ９３．２％ ８月 ８０．７％ 

圧縮機 ９８．０％ ５月 ８３．６％ 

送風機 ９０．４％ ８月 ７３．８％ 

汎用・生産用・

業務用機械１ 

（2080） 

運搬機械、産業用

ロボット 

クレーン ７８．７％ ２月 ７１．０％ 

コンベア ８３．３％ ７月 ４１．４％ 

エレベーター*3 ９１．４％ ８月 ８０．３％ 

機械式駐車装置 １２８％ ７月 ４７．１％ 

自動立体倉庫装置 １８１％ 1 月 ４８．８％ 

プレイバックロボット １０４％ ７月 ８４．９％ 
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数値制御ロボット １０４％ ８月 ８５．５％ 

汎用・生産用・

業務用機械２ 

（2170） 

ミシン、繊維機械 

ミシン ７１．６％ ５月 ４４．９％ 

 （家庭用） ９６．５％ ４月 ７２．４％ 

 （工業用） ５６．８％ ５月 ２９．３％ 

繊維機械 ８４．１％ ８月 ５０．２％ 

汎用・生産用・

業務用機械２ 

（2180） 

冷凍機、冷凍機応

用製品 

冷凍機 ７９．６％ ５月 ４６．２％ 

冷凍機応用製品 ８６．１％ ５月 ６５．３％ 

 エアコンディショナ― ８５．８％ ５月 ６５．０％ 

（室外ユニット）セパレート型 ８９．４％ ２月 ６９．７％ 

（室内ユニット）セパレート型 ８９．７％ ２月 ７２．９％ 

 冷凍冷蔵ショーケース ８５．３％ ５月 ６３．０％ 

 輸送機械用 ８１．５％ ５月 ６３．１％ 

 フリーザ １０７％ ５月 ５４．１％ 

 除湿器 １１２％ ２月 ８１．９％ 

 冷凍・冷蔵ユニット ８５．４％ ５月 ７１．７％ 

同上（2190） 

業務用サービス機器 

自動販売機 ８０．６％ ６月 ６３．０％ 

 （飲料用） ８１．４％ ６月 ６３．０％ 

輸送機械 

（2400） 

自動車（戦闘用自

動車除く） 

四輪自動車 ８１．７％ ５月 ３８．９％ 

 乗用車 ８１．８％ ５月 ３７．２％ 

  （軽自動車） ９０．３％ ５月 ４０．０％ 

  （小型自動車） ９０．４％ ５月 ６２．４％ 

  （普通自動車） ７７．０％ ５月 ２８．７％ 

 バスシャシー ５６．９％ ５月 ２２．８％ 

  （小型） ５７．３％ ５月 ２２．３％ 

  （大型） ５２．０％ ８月 １９．９％ 

 トラックシャシー ８２．９％ ５月 ５１．１％ 

  （軽）  ８５．８％ ５月 ４６．４％ 

  （小型） ８６．７％ ５月 ６２．１％ 

  （普通） ７８．５％ ５月 ４８．９％ 

二輪自動車 ８４．４％ ５月 ４７．１％ 

輸送機械 

（2430、2440） 

自転車、車いす、 

産業車両 

完成自転車 ９８．６％ ３月 ６８．６％ 

 車いす ９９．９％ ５月 ６９．４％ 

 産業車両 ９３．６％ ７月 ７３．１％ 

 フォークリフトトラック ９６．７％ ７月 ７４．４％ 

輸送機械 

（2410） 

自動車部品他 

参考 ガソリンエンジン ８１．１％ ５月 ３７．９％ 

 ラジエーター ７９．９％ ５月 ４１．１％ 

 プロペラシャフト ８７．６％ ５月 ３６．９％ 

 ホイール ８１．１％ ５月 ４３．２％ 

 ショックアブソーバー ８３．１％ ５月 ５２．３％ 

 二輪ショックアブソーバー ８３．７％ ５月 ４０．１％ 

 ワイパー ９７．６％ ５月 ５３．７％ 
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その他の工業 

(5030) 

家具・金属製他 

 机 ８５．３％ ８月 ７８．４％ 

  （事務用） ７９．９％ ８月 ６５．３％ 

  （その他机、卓子含む） ９０．２％ ６月 ８７．８％ 

  椅子 ８７．０％ ８月 ６８．８％ 

  引き出し箱 ８３．３％ ７月 ６８．６％ 

 保管庫類 ８５．０％ ６月 ５６．３％ 

 台所用流し、ガス調理台 ９５．９％ ５月 ８２．１％ 

 システムキッチン ９３．２％ ５月 ８３．４％ 

 ベッド ９９．２％ ４月 ７２．８％ 

 棚 ８８．３％ ８月 ６３．６％ 

 間仕切り（m2） ８８．６％ ５月 ７８．７％ 

 その他金属家具 １１３％ ４月 ７４．４％ 

窯業・土石（建

材）製品 

(7320) 

金属製建具 

金属性建具 ８８．７％ ５月 ７７．７％ 

 アルミニウム製 ８７．６％ ５月 ７５．０％ 

  アルミサッシ ８７．０％ ５月 ７７．０％ 

  （木造用アルミサッシ） ８８．０％ ５月 ７４．５％ 

  （ビル用アルミサッシ） ８６．１％ ７月 ７８．８％ 

  アルミドア ８７．８％ ５月 ７５．４％ 

  アルミエクステリア ８８．５％ ５月 ７４．４％ 

  アルミ室内建具 ８７．５％ ５月 ６７．７％ 

 スチール、ステンレス製 ９０．６％ ５月 ８２．９％ 

  同サッシ  ９４．９％ ９月 ８６．０％ 

  同ドア ９４．０％ ５月 ８８．３％ 

  同シャッター ８８．３％ ５月 ７９．３％ 

電気・電子デバイ

ス・情報通信機械 

（2290,2300） 

変圧器、開閉制御装置 

 標準変圧器 ９９．１％ ２月 ８４．２％ 

 非標準変圧器 １０７％ ９月 ７５．６％ 

 閉鎖型配電装置 ９２．６％ ９月 ８３．２％ 

 分電盤 ９７．９％ ５月 ８７．２％ 

電気・電子デバイ

ス・情報通信機械 

（2290,2300） 

民生用電気 

 機械器具  

 電気釜 １０３％ ６月 ８６．３％ 

 食器洗い乾燥機 ９４．０％ ７月 ７５．９％ 

 電気冷蔵庫 ８３．２％ ２月 ４９．９％ 

 換気扇 ９７．２％ ７月 ８５．８％ 

 電気温水器 ９９．４％ ７月 ８２．４％ 

 電気洗濯機 ９５．４％ ２月 ５７．０％ 

 電気掃除機 １３３％ ８月 １０５．８％ 

 温水洗浄便座 ９８．１％ ２月 ８１．０％ 

 クッキングヒーター ９４．９％ ８月 ８１．１％ 

電気・電子デバイ

ス・情報通信機械 

（2320） 

電気照明器具 

白熱灯器具 ８６．８％ ５月 ７８．２％ 

放電灯器具 ６１．６％ ２月 ４５．６％ 

LED 器具（自動車除く） ９２．８％ ８月 ８１．１％ 

自動車用器具（二輪含む） ８３．４％ ５月 ４２．７％ 
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同上 

(2330) 

通信機械器具 

 電話機 ８４．０％ ３月 ５３．２％ 

 ボタン電話装置 ９１．２％ ４月 ５４．３％ 

 インターホン ８８．７％ ３月 ７６．４％ 

電気・電子デバイ

ス・情報通信機械 

（2340） 

民生用電子 

機械器具 

 

 薄型ＴＶ ５７．９％ ３月 ３４．５％ 

 ビデオカメラ ８２．３％ ６月 １９．０％ 

 デジタルカメラ ８０．８％ ６月 ５０．７％ 

  （一眼レフ） ８８．４％ ４月 ６８．６％ 

  （コンパクトタイプ） ５９．３％ ６月 ７．６％ 

 カーオーディオ １０１％ ２月 ７１．２％ 

 カーナビ ７７．０％ ５月 ５５．１％ 

電気・電子デバイ

ス・情報通信機械 

（2370） 

電子計算機、 

情報端末 

 

 ＰＣ ８０．８％ ８月 ５２．０％ 

  （サーバー用） ７１．３％ ５月 ５５．２％ 

  （デスクトップ型） ６８．０％ ９月 ３１．６％ 

  （ノートブック型） ８８．８％ ８月 ６３．２％ 

プロジェクター ７０．９％ ７月 ５４．６％ 

 プリンター １０６％ １０月 ６８．５％ 

金融用端末装置 ７３．６％ ５月 ３７．７％ 

同上（2380） 

電気計測器 

電子応用装置 

 電気計器 ８３．１％ ５月 ６６．２％ 

 ガス警報器 ９５．０％ ２月 ８４．４％ 

 Ｘ線装置 ９９．３％ ９月 ８４．２％ 

 超音波応用装置 ９１．４％ ８月 ７７．１％ 

    *1 売上金額で前年比比較（台数ではデータの信用性がないため）  *2 自動車、二輪、航空機用は除く 

      *3 自動車用除く 

                                     

  ★見直しはしたが、化学機械等おかしなデータもある。今後の推移を見て修正を図りたい。掲載したデータでおかし 

な部分がございましたら経済産業省生産流動統計調査から再確認方お願い致します。 

今回は１２月分を残す１１ケ月データーですので途中経過と考えていただければ幸いです。２月中旬に１２月のデ 

ータが公表されるので、春季号でコロナ禍におけるの関係業界の暦年での状況把握を行いたいと考えています。 

                                       （パウダー協 事務局） 




